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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

スマートエスイー 修了制作

スマートエスイー スマートシステム＆サービス技術の産学連携イノベーティブ人材育成

港湾クレーンの安全制御システムの
ための風速予測手法

野口英男

逸走防止のためのシステム構成

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

港湾クレーンでは近年の異常気象による強風
でクレーンが逸走する危険が増えている。
風に対するクレーンの運用強化やブレーキ
追加の対策も図られているが、人が判断・操作
するため逸走する危険は依然としてある。

風速データからクレーンが安全に退避でき
るよう15分後の風速予測を実施する。
風が強くなる場合はクレーンの運転作業
中止・固定措置へ、風が弱くなる場合は
クレーンの運転作業可能となる安全な
システムを実現する。

参照: “港湾荷役機械の構造形式の概要” 図I-1.1より
https://www.mlit.go.jp/common/001049107.pdf

予備実験結果 結果と今後の課題
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港湾クレーンには風速計が設置されているので既存の港湾クレーンで
風速予測が出来れば安全な制御システムの機能追加が可能となる
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■結果
・今回は風速データのみを用いて風速予測を実施した。
ナイーブ予測（実測値を次の予測に使用する単純モデル）
より良い予測精度を得ることが出来た。（年間で評価）

・運転が危険な強風域（10m/s〜16m/s）の予測も出来ている。

■今後の課題
・温度・気圧データなど用いた機械・深層学習による精度向上
・クレーン実機の風速データによる風速予測
（今回は公開データで予備実験実施）

・オンライン処理化

個人応募

ナイーブ予測(MAE=0.831)より良い評価結果: MAE=0.497
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